経営革新支援法
経営革新計画承認企業
(平成15年9月)
	1
	企業名
	有限会社ゾーンプレス
	承認年月日
	平成１５年９月２日

	　
	所在地
	八尾市高安町北５－１０７
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－４３９９－９１８１
	
	

	　
	事業テーマ
	【低価格の自動車運転装置の開発・生産・販売】
　　同社は、受注受身体制からマイブランドの完成により、製造メーカーへの脱皮に取り組んでいる。昨年３月より下肢障害者である社長自身が実体験を基に研究に着手し、商品開発を行った結果、今年ほぼ全ての車種に取付可能といった特徴を持つ自動車運転補助装置（ゾーンドライブシステム）が完成し、特許申請中である。
　　マーケティングリサーチも完了し、取付工場及び販売代理店契約も終了して、いよいよ発売の段階となっている。このような新たな取組みにより、売上の大幅な向上を目指し、経営革新を図る。

	2
	企業名
	有限会社イガケン
	承認
年月日
	平成１５年９月２日

	　
	所在地
	吹田市江坂町２－１８－１６
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－４８６１－７３４４
	
	

	　
	事業テーマ
	【住居環境改善のための機能性壁紙接着剤の開発によるオリジナル建材販売事業の展開】
　　同社は、建築室内環境に寄与する壁紙接着剤を開発し、製品化するための二次試作最終調整を行い、特許・実用新案を申請し、生産体制とインターネットを活用した販売営業力を強化することによって、新たな顧客を獲得する。
　　建築大手会社の受身受注から、地域社会に貢献する提案型企業に取り組み、新規開発商品により顧客の信頼を獲得し、新規サービスで既存事業の拡大に努める。これらの取り組みにより経営革新を図り、健全な経営とチャレンジする会社を目指す。


	3
	企業名
	松野機工株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月１９日

	　
	所在地
	大阪市城東区永田３－１４－２２
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６９６９－００１２
	
	

	　
	事業テーマ
	【間接副資材取引における電子調達対応力に優れた販売店への事業革新】
　　同社は、大手卸工具商との連携により、間接副資材の主要得意先の購買の電子化に対応して、システム化を推進し、経営の革新に取り組んでいる。現在、取引先である大手卸商社とシステム会社と協働して、バイヤー、サプライヤーグループが一体となったシステム構築と運用を主導している。
　　大手メーカーの電子購買化が拡大局面にある中、同社は「電子調達対応力に優れた販売店」としての地位を確立し、システム対応力を武器に主要取引先でのシェア向上並びに新規顧客開拓を進める。

	4
	企業名
	　株式会社トキワ漢方製薬
	承認年月日
	平成１５年９月２２日

	　
	所在地
	大阪市住吉区我孫子東２－１０－８
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６２３２－３１１３
	
	

	　
	事業テーマ
	【カキ人参製剤の精子減少症の治療用機能性食品の販売】
　　同社は、今回、特殊製法によるカキ人参製剤により、精子の運動量が増し、精子の量が１９０％増加することを発見し、特許申請中であり、平成１５年８月には国際特許申請予定である。
　現在、精子の運動量を増し、精子数を１９０％も増加させる医薬品がなく、我々が食してきた天然素材でこれだけ効果がある健康食品は、、まったく新しい商品であり、日本の大問題である人口の減少を止める為にも、また、精子減少症で子供の出来ない夫婦に大いに貢献できると確信している。

	5
	企業名
	アイディ・キタゾエ株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月２２日

	　
	所在地
	大阪市天王寺区玉造元町６－９
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６７６７－８２８９
	
	

	　
	事業テーマ
	【男もの和装品の創造と和のライフスタイルを生産・販売】
　　同社は、本年１月にマーケット調査を実施し、安価で着易い商品の要望が多数存在する事がわかった。
　そこで、洋反（洋服地）を用いて立体裁断・縫製技術を駆使した、従来に無い着心地（フィット感）とシルエットを得たきものの販売に目途が立ち、また受注方法も特別な採寸方法をＷｅｂ上で可能に出来るようにし市場の拡大を図っていく。
　同時に和装品・和雑貨等の全般的な商品の提供をもってライフスタイルの提案と生産・販売も行うとしている。
　上記の流通をより効率的に行うためにアンテナショップとＷｅｂ及び提携店（代理店）を通じた、新たな流通を図りより安価な製品を海外生産に頼ること無く国内生産を基盤に提供し、同社の経営革新を進めていく。


	6
	企業名
	太陽金属製作所　南由樹
	承認年月日
	平成１５年９月２２日

	　
	所在地
	東大阪市渋川町２－６－８
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６７２９－９３１５
	
	

	　
	事業テーマ
	【革新性と利便性や簡易性にとんだ保管棚　】
　　同社は、従来にない画期的な、新しい発想と工夫でビスや固定金具を一切使わない保管棚の開発に成功。
　重量別統一規格7種類をボルトレスでシリーズ化した汎用ラック「7へんげじざい」。7へんげいじざいを基本ベースに業種、用途別にアクセサリーの充実で特化した専用保管機器、オフィスや一般家庭で必要機能だけを残し、全く新しく進化させた複合素材ファッション家具に対応した「くふうじざい」。
　産業機器の特殊性に適応したラック「スケルトンじざい」といった、独自の商品を販売していく。

	7
	企業名
	三山化成株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月２２日

	　
	所在地
	東大阪市寿町３－８－３
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６７９１－５７０３
	
	

	　
	事業テーマ
	【特殊コンパウンド技術による新素材開発】
　　同社は、樹脂、化学、繊維各メーカーからの樹脂コンパウンドの受託生産専用メーカーで、大阪、奈良工場で、月産1,200トン～1,500トンの受託生産を行っている。今後コンパウンド全体が海外へシフトすることが予想され、又、輸入関税の引き下げにより市場環境の変化が予想される。それに先立ち、平成15年5月テクニカルセンターを設立、特殊コンパウンド技術による新素材開発を行う事により、100%受託生産会社から脱皮し、経営革新を図る。

	8
	企業名
	日本システムコントロール株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月２５日

	　
	所在地
	大東市新田本町１２－２７
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２－８７１－０２２１
	
	

	　
	事業テーマ
	【自社ブランドによる非接触型双方向性データ通信カード（ＩＤカード）の開発・販売事業】
　　同社は、受注開発型の既存事業に加え、提案型自社ブランド商品の開発に取り組むべく、高性能非接触型双方向性データ通信カード「ＩＤカード」を開発した。
　「ＩＤカード」開発のため部署を立ち上げ、次期付加機能商品「ＩＰカード」も具体化させている。今後は搭載チップの自社開発や販売体制の確立、積極的な販売戦略を立て、大幅な売上の向上を目指す。加えて、自社ブランド確立の為、すべての面において経営革新を図る。


	9 
	企業名
	株式会社ケントク
	承認年月日
	平成１５年９月２５日

	　
	所在地
	大阪市生野区巽西３－１０－２６
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６７５７－５５２５
	
	

	　
	事業テーマ
	【未公表】
　

	10
	企業名
	大研化学工業株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月２５日

	　
	所在地
	大阪市城東区放出西２－７－１９
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６９６１－６５３３
	
	

	　
	事業テーマ
	【未公表】
　　

	11
	企業名
	株式会社もりもと
	承認年月日
	平成１５年９月２５日

	　
	所在地
	高槻市北園町１４－１３
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０７２－６８２－０１７２
	
	

	　
	事業テーマ
	【ＷＥＢ受注システムによる新販売戦略】
　　同社は、ＷＥＢを使い、同社が配達可能なエリアの消費者を主対象に、リアル店舗で販売している商品約１万点を公開し、お客様の購買方法の多様化に対応し、パソコンや携帯電話からネット発注を受け、即日配達するシステムを構築した。お客様は来店されなくても店舗で販売している全商品がネットで検索・閲覧・注文できるので、新たな潜在顧客も取り込み、売上高の回復・向上を目指し経営革新を進めることとしている。

	12
	企業名
	弘陽工業株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月２６日

	　
	所在地
	大阪市中央区安堂寺町２－３－９
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６７６２－０７１４
	
	

	　
	事業テーマ
	【電磁波防止コーティング接続金具の開発生産】
　　同社は、商品開発を中心として、現在公共事業の防音壁、フェンス等の部品を国内生産で納入販売している。商品群の中で、特にステンレス加工品を、中国山東省にある「和光金属工業株式会社」と技術提携して、また、材料は「住友金属工業株式会社」のステンレス板製造工場から派生する２，３級スクラップ（実際は1級に近い良品で材質証明あり）品を中国に輸出し、加工した部品を輸入販売していく。これはコストダウンに有効であり、また、品質保証（ISO-9002）取得済である。今後の売上増加と新商品の開発を通して、同社が現在取り組んでいる経営革新の大きな力として前進を図っていく。


	13
	企業名
	株式会社オー・ピー・ジ
	承認年月日
	平成１５年９月３０日

	　
	所在地
	大阪市東住吉区桑津３－９－１０
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６６１２－２２０３
	
	

	　
	事業テーマ
	【「集中と選択」から「集中と連携」への市場拡張事業】
　　ユーザーの求める要望は、高品質・安価・即納であり、同社は、この要望に応えるため、自社内の能力開発は勿論、社外との連携を広くし、プレス加工・溶接技術・アッセンブリ加工と、従来の小物サイズに限らず対応範囲を拡大して、幅広いユーザーの期待に応えていく。このような取組みにより、同社の経営革新を図ることとしている。

	14
	企業名
	日本ラック株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月３０日

	　
	所在地
	大阪市平野区加美東２－８－７
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６７９１－５６８３
	
	

	　
	事業テーマ
	【未公表】

	15
	企業名
	日章アステック株式会社
	承認年月日
	平成１５年９月３０日

	　
	所在地
	豊中市名神口１－５－５
	　
	　

	
	ＴＥＬ
	０６－６８６４－８５５８
	
	

	　
	事業テーマ
	【ステンレスの高付加価値商品の開発及び販売】
　　同社は、ステンレスパイプの材料加工、表面処理を一貫生産できる体制をもち、機械研磨・電解研磨に関して国内屈指の技術をもっている。今後、電子関連、バイオ、飲料分野において高精度のステンレスパイプを使用する製造設備の需要の増加が見込まれるため、同社では、ステンレスパイプを部品として納入するのではなく、プレハブ化したユニット設備を設計・製作・販売することで、付加価値を高めた事業展開を図ることとしている。


　 

